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 垂直の統合: ネットワークレベル間でのデータ交換 

SafetyNET pの基本 

 水平の統合: すべての自動装置 (PLC、視覚化、安全技術、 
ドライブ安全技術、ドライブ) 間でのデータ交換 

 分散型制御技術 
 Multi Master 
 ネットワーク内のどこからでもデータアクセス可能 
 診断と視覚化 
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1.1 RTFN 
 RTFN (リアルタイムフレームネットワーク) 
 最速 1 ms のスキャン時間 
 標準イーサネットハードウェア 
 基本トポロジ: スター型／ツリー型 
 制御システム／RTFL リアルタイムセル間の通信用 
 UDP/IP ベース: コネクションレス型通信、パケットは未確認 
 可用性向上のためにパケットを 2 度送信 
 プロデューサ／コンシューマ原則 
 ルーティング機能 
 RTFN パケットのサイズは 256 Byte 
 通信サイクルは PAS4000 でのタスク時間に対応 

通信関係あたりの帯域幅の計算 (ビット単位): 
256 Byte x 8 = 2048 Bit x 2 テレグラム x 1s/タスク 
20 ms のタスクの例: 256 Byte x 8 x 2 x 1s/0.020s =  
204800 bit/s = 0.2048 Mbit/s 
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 サブスクライバ通信にポイントツーポイント接続を経由 

 
 
 

 RTFN は接続の確立に ARP (アドレス解像プロトコル) を使用 

 

 



SafetyNET p 

製品トレーニングマニュアル PSSuniversal PLC - 基本オートメーションコース 6-5 

 

1.2 RTFL 
 RTFL (リアルタイムフレーム回線) 
 スキャン速度最速 62.5 μs の高性能リニヤ通信 
 リアルタイム機能 
 サブスクライバの分散クロックは 1 μs (ジッタ) 未満の正確さで同期 
 モーションコントロールなどのリアルタイムアプリケーションに

対応 
 基本トポロジ: リニヤ 
 総和テレグラム 
 論理 2 重ライン: イーサネットフレームが送信され、1 つの回線全

体に返信される 
 イーサネットフレームがデバイスを通過する間に、サブスクライ

バはデータを発行およびサブスクライブ (カットスルーモード)  
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 SafetyNET pなどのイーサネットフレームワークでは、スイッチはネッ

トワークサブスクライバをネットワークに接続するタスクを担当 

スイッチ 

 SafetyNET p はスイッチネットワークであり、すべてのサブスクラ

イバはスイッチを経由して接続される 
 スイッチを使用してさまざまなネットワークトポロジを使用 
 スイッチを使用して、ネットワークの拡張性とパフォーマンスを

向上 
 スイッチはネットワーク対応の SafetyNET p 装置に統合すること

も、スタンドアロンのデバイスとして実装することも可能 
 ネットワークトポロジを次の設備レイアウトに適用可能:  

- スター型トポロジ 
- ツリー型トポロジ 
- ブランチ (スタブライン) の実装 

 

 ケーブルルーティングは最適化できます。 

 SafetyNET p サブスクライバは常にスイッチを経由して接続  
(内蔵または外部) 
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 スイッチには応答時間がある (通常は 50～200 ミリ秒) 
 リニアトポロジの場合のように、数多くのスイッチがカスケード

接続されている場合、応答時間は集積される 
 ラインをスター型トポロジに転送することで、SafetyNET p RTFN

ネットワークまたはその他のイーサネットネットワークのパフォー

マンスを向上 
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2.1 リング冗長 
 リング冗長はケーブルやスイッチが故障した際の通信を保証 
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2.2 VLAN 
 すべての管理型スイッチは VLAN (仮想 LAN) に対応 
 VLAN では、デバイスの物理的な場所に関係なく、論理的なネット

ワークの区分化が可能 
 スイッチコンフィグレーションを使って、サブスクライバを 
 VLAN に割り付け 
 利点:  

- 使用可能な帯域幅の使用率が向上 
- スイッチを使用して、1 つの VLAN のデータを別の VLAN のデー

タよりも優先 
 管理型スイッチ PSSnet SHL は静的 VLAN および動的 VLAN をサ

ポート 
 静的 VLAN: デバイスの接続先であるスイッチのポートをベースと

する。デバイスは、接続先のポートに応じて、特定の VLAN に属

する 
 動的VLAN: 接続されたデバイスのアドレスまたはプロトコルをベー

スとする。静的 VLAN に勝る利点: デバイスは、接続先のポートに

かかわらず、常に適切な VLAN に属する 
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2.2.1 VLANの用途と利点 
 区分化: 

- ブロードキャストドメインの構造 – ブロードキャストパケットは

VLAN 内に留まり、ネットワーク上またはその他の VLAN のサブ

スクライバに負荷がかからない 
 柔軟性: 

- ネットワークは、デバイスの物理的な場所にかかわらず、論理的

に区分化できる 
 セキュリティ: 

- データの送信先を制御できる。1 つの VLAN から別の VLAN への

転送は、ルータに対してと同様に、明示的に設定しなければなら

ない。そのため、データの安全性が向上する 

2.3 光ファイバ接続 
2.3.1 用途:  

 長距離のブリッジング (最長 32.5 km) 
 EMC 環境 

2.3.2 2 つの技術タイプ:  
 マルチモードのファイバ: 

- ケーブル長 (50/125 um ファイバ): 5000 m 
- ケーブル長 (62.5/125 um ファイバ): 4000 m 
- ケーブル: 例: Tyco No........ 

 シングルモードのファイバ: 
- ケーブル長 (9/125 um ファイバ): 32.5 km 
- ケーブル: 例: Tyco No........ 
- コネクタ: SC (IEC 874-19) 
- 帯域幅: 100 MBit/s 

 

 光ファイバ通信は EMC 安定性を向上させます。 
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2.4 デバイス 

2.4.1 PSSnet SLL 
PSSnet SLL = Switch Low Layer 

 PSSnet SLL 5T 
- 5 つのポート 

 PSSnet SLL 4T 1FMMSC 
- 4 つのポート 
- 1 つのマルチモード光ファイバポート 

2.4.1.1 用途 
 小規模のネットワーク 
 通信ピラミッドの下位の範囲 
 イーサネットおよび高速イーサネット (10/100 Mbit/s) 

2.4.1.2 診断LED 
 リンク: 接続されたサブスクライバ 
 アクティブ（ON）: データトラフィック 
 電源 

2.4.1.3 その他 
 プラグアンドプレイ 
 コンフィグレーションは不要 
 供給電圧範囲: 9.6 VDC～32 VDC 
 省電力: 2.2 W 
 供給用プラグイン端子台 
 コンパクトなサイズ: 25 mm 幅 
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2.4.2 PSSnet SHL 
PSSnet SLL = Switch Low Layer 

 PSSnet SHL 8T MRP 
- 8 つのポート 
- MRP リング冗長 

 PSSnet SHL 6T 2FMMSC MRP 
- 6 つのポート 
- 2 つのマルチモード光ファイバポート 
- MRP リング冗長 

 PSSnet SHL 6T 2FMMSC MRP 
- 6 つのポート 
- 2つのシングルモード光ファイバポート 
- MRP リング冗長 

2.4.2.1 用途 
 通信ピラミッドの上位の範囲 
 大規模なネットワーク向け: 

- ネットワークの区分化 
 長距離向け: 

- シングルモード FO 接続 
 可用性の向上: 

- 冗長供給 
- 包括的な診断 
- リング冗長 

2.4.2.2 診断LED 
 エラー: デバイスエラー 
 RM: リング冗長有効 
 リンク: 接続されたサブスクライバ 
 アクティブ（ON）: データトラフィック 
 電源 

2.4.2.3 USBポート 
 「自動コンフィグレーションアダプタ」の接続 
 コンフィグレーションデータのダウンロードに使用 

2.4.2.4 V24 インタフェース (シリアル) 
 コンフィグレーションと診断に使用 

2.4.2.5 その他 
 プラグアンドプレイ 
 広範な管理機能 
 リング冗長 (MRP) 
 供給電圧範囲: 9.6 VDC～32 VDC 
 供給用プラグイン端子台 
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2.4.2.6 2 つの供給電圧 

2 つの供給電圧を PSSnet SHL スイッチに接続することができます。1 つの

スイッチの供給電圧に障害が発生した場合は、もう 1 つの供給電圧によって

スイッチの機能が保証されます。中央のスイッチ用の供給電圧に障害が発生

しても、通信全体の障害には至りません。障害が発生すると、ネットワーク、

LED、および信号接点を通じてエラーメッセージが出されます。 

 高いネットワークアベイラビリティ 
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3 
SafetyNET p のケーブルシステムコンポーネント: 

コネクタおよびケーブル 

 IP20 および IP67 適合のコネクタ (準備中) 
 ケーブル 
 取り付けツール 

すべてのコンポーネントには最適な互換性があります。この配線ソリューション

は PSS4000 などの SafetyNET p 製品でテスト済みです。SafetyNET p の電

気配線は、次を満たすように設計されています。 

 カテゴリ: Cat. 5e 
 帯域幅: 100 Mbit/s 

 

3.1 SafetyNET pコネクタのプロパティ 
 

 IP20 クラスの取り付けに対応する 
標準コネクタ 

 工業用 
o 頑丈な金属ハウジング 
o 「スタビライジングカラー」

と組み合わせた安定性に 
優れた取り付け 

o 色分けされているためケー

ブル芯線の誤挿入を防止 
 迅速な組み立て技術 

o ハウジングを圧縮できるた

め迅速な接触を実現 
 IDC 技術 
 RJ 45 嵌合面 
 PSSu H PLC 「スタビライジングカラー」と互換性があるハウジン

グ設計 
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 周囲温度: -40～+70°C 
 追加の工具不要 
 オフィス環境に適合 

3.2 SafetyNET pコネクタの迅速な取り付け 
5 ステップのすばやい取り付け 

 

3.3 SafetyNET pケーブルのプロパティ 
SafetyNET p 用標準ケーブル:  

 工業規格イーサネットケーブル 
 用途: ケーブル管路やケーブルトレイなど、「偶発的な」動作を伴

う取り付け (素線 7 本) 
 電気規格: Cat. 5e 
 高速イーサネット (100Mbit/s) 
 4 芯 
 配線接続線径: AWG 22 
 認証: UL、CE 
 取り付け素材: TPU 

3.4 組み立て済みSafetyNETpケーブルおよびコネクタ 
 組み立て済み SafetyNETp ケーブル 
 組み立て作業なしの迅速かつ簡単な配線 
 5 種類のケーブル長を用意 
 コネクタ: 「SafetyNET p コネクタ」 – IP20 / RJ45 
 数多くの短いイーサネットケーブルが必要とされる制御盤内に便利 
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3.5 ストリッピングツール 
 取り扱いが簡単:  

o オープンツール 
o 挿入ケーブル 
o クローズツール 
o ケーブル周りのツイストツール 
o 剥がしツール 

 絶縁とシールドは適切な長さにカット 
される 

 カットの深さは調節可能 
 利点 

o ストリッピングの手法で時間を節約 
o 取り付けエラーが減少 

3.6 IEC 61918 およびISO/IEC 24702 に適合した配線 
SafetyNET p のケーブルとコネクタを使用することにより、ISO/IEC 61918

および IEC 24702 に適合した工業用配線が可能になります。ISO/IEC 61918

には、工業施設の通信ネットワークの設置が記載されています。IEC 24702

には、イーサネットベースのシステムの要件が定義されています。 

 

4 

4.1 DSL (Digital Subscriber Line) 経由のSafetyNET p 

DSL 

さまざまな種類の DSL が利用できます (抜粋):  

 ADSL (Asynchronous Digital Subscriber Line) 
 SHDSL (Single-Pair Highspeed Digital Subscriber Line)、 

最速 15 Mbit/s 
 VDSL (Very High Speed)、最速 55 Mbit/s 
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DSL は経済的な 2 線接続または既存のケーブルを使用できます。DSL モデム

は、SafetyNET p の観点からは透過的で、SafetyNET p でのコンフィグレー

ションは不要です。両方向とも最速 15.4 Mbit の通信速度を達成します (DSL

モデム: Westermo DDW120)。距離は、通信速度に応じて、最長 10 km です。 
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